
                               日本学校図書館学会 

投稿に際してのチェックリスト 

 

投稿に際して，「学会誌「学校図書館学研究『投稿規程』」及び「『学校図書館学研究』論文等の執筆要項」を再

度熟読いただき，下記の事項を確認・チェックの上，本チェックリストを原稿とともに提出して下さい。下記以

外にも，規定を満たさない原稿については，受理できない場合もありますので，十分にご注意ください。 

 

論文題目 

 

 

 

 

Ⅰ 投稿資格及び論文書式について 

□ 1 執筆者は、本学会の会員である。（グループでの執筆では、代表者が会員であること。） 

 □ 2 図表・注・引用文献を含めて，A4 判縦で横書きとし、用紙１枚当たりの字数は、横 24 字×46 行２段組で 

記述しており、20 枚以内におさめている。ただし、 実践原稿等は６枚以内で記述している。 

（プリントアウトした原稿によって，1 行の文字数等を確認して下さい。注や引用文献一覧についても 、横

24 字×46 行２段組のページ設定を変えないで下さい。） 

□ 3 表題は日本語及び英文の両方で表記されている。 

□ 4 引用文、「柱・参考文献」の書き方は、執筆要項に準じている。 

□ 5 原稿は原文とコピーしたもの２部（計 3 部）のほかに，論文申込み票（楷書で記入），「投稿に際してのチェ 

ックリスト」を郵送物として同封している。（投稿の時点では、電子媒体（原稿の電子データを保存した CD， 

USB メモリー等）は必要ありません。） 

 

Ⅱ 研究倫理について 

□ 1 調査等をする前に，研究対象者などから同意（インフォームド・コンセント）を得ている。 

 □ 2 上記に関する事項について，原稿中に明記し，研究対象者のプライバシー等への配慮を十分に行っている。 

□ 3 原稿執筆に係る著作権（著作人格権や肖像権も含む。）や個人情報保護などについては、対処している。 

□ 4 投稿する原稿は投稿者のオリジナルなものであり，他誌への二重投稿や剽窃・盗用はしていない。 

□ 5 投稿原稿と先行研究との関係について十分に説明するとともに，既刊の論文等の引用に際しては， 

出典を明記している。 

□ 6口頭発表を発展させたものは, 原稿末尾にその旨を付記している。 

 

 

                                以上の通り，相違ありません。 

 

                              年   月   日 

 

 

                             投稿者署名                               

  


